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平成31年３月５日

高田高等女学校・奈良県立高田高等学校

創立百周年記念事業実行委員会 各専門委員会 委員各位

奈良県立高田高等女学校・高田高等学校

創立百周年記念事業実行委員会

実 行 委 員 長 中 尾 勝 二

創立百周年記念事業実行委員会第３回企画委員会の

協議内容について（報告）

時下、益々御清祥のこととお喜び申し上げます。平素は、本校教育の充実発展に多大の御

支援と御尽力をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。

高田高等学校では、来る2021年に目出度く創立百周年を迎えるにあたり創立百周年記念事

業実行委員会を組織し、学校、ＰＴＡ、親鳩会、同窓会が一体となって、具体的な事業内容

について各専門員会で協議しながら、各方面で諸事業の具体化を進めているところです。

さて、平成31年２月23日（土）に開催しました、第３回企画委員会におきましては、各専

門員会における取組内容やその進捗状況について、相互に確認し合うとともに、創立百周年

記念の各事業ごとに、今後の具体的な方向性について検討をいたしました。

つきましては、その際、各専門委員会委員長より提案の後、企画委員会の出席者によって

慎重審議の上決定されました内容につきまして、下記のとおり、実行委員各位に報告させて

いただきますので、御確認くださいますようお願い申し上げます。

なお、詳細につきましては、高田高校ＨＰの100周年記念事業実行委員会コーナーに議事録

を掲載いたしておりますので、御覧くださいますようお願いいたします。

また、このことについて、御質問等がございましたら、実行委員会事務局（高田高等学

校）： ０７４５－２２－０１２３ までお問い合わせ願います。

記

１ 中尾実行委員長より報告事項（記念事業全般の進捗状況について）

(1) H31.2.4 中尾実行委員長、佐藤校長、中村募金委員長が荒井奈良県知事を訪問

（100周年記念事業の概要説明、記念式典への出席依頼 等）

(2) H31.2.18 中尾実行委員長、佐藤校長、堅田事務長が大阪国税局でヒアリング

〔今後の予定〕 県教委学校支援課へ同窓会館の改装の寄附採納申請、認可

→ 特定寄附金の大阪国税局による認可 → ５月初旬、寄附金募集開始

(3) 在校生からの協賛金について

〔現３年生に対して〕

・２学期三者懇談会において、保護者へ協力依頼

・卒業式において、中尾実行委員長より再度、依頼

〔平成31年度入学生に対して〕

・合格者説明会において、保護者へ協力依頼

(4) 記念事業に係る予算(積立金)について

・同窓会により500万円（2021年まで毎年100万円拠出）

・ＰＴＡにより645万円（食堂の机･椅子の整備費に）

・基金より650万円（選抜出場、80周年、90周年等の残額）

・記念鑑賞経費より、765万円（在校生保護者負担）
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２ 各専門委員会からの報告・提案及び協議・決定事項

(1) 総務委員会より

① H30.10.14 スローガン･ロゴマークの決定

→ 同窓会報第14号に掲載

→ 同窓会専用封筒並びに実行委員会専用封筒の作成

→ ポスターの作成（近隣の駅への貼付要請）

② 生徒会によるマスコット・キャラクターの全校募集

→ 応募作品38点より、生徒会執行部により４点を選考

→ H31.2.27,28 全校生徒による投票を実施

③ 100周年を記念し同窓会の名称変更を検討する小委員会の設置を同窓会に提案

(2) 記念誌編纂委員会より

① H30.10.23 井岡康時氏(元本校職員)との打合せ

・記念誌は、新書版の生徒が興味深く平易に読むことができる「簡略版」(仮称

「高田高校100年物語」)を作成

・100年間の１年ずつを見開き２ページ程度にまとめ、「通史」的なもの。

・ 2020年12月までに原稿を完成させ、翌年４月までに委員会で協議

・ イラスト(挿絵や表紙)は、生徒に担当を願う(生徒の参画意識を醸成する)

② H31.2.5 井岡康時氏に執筆を依頼する経費・契約等についての打合せ

・井岡康時氏と委託契約を締結(当面の執筆業務や資料探索等の行動費として、

10万円を支給)

・執筆に係る最終的な経費(謝礼金を含む)は、井岡氏との間で再度協議する。

・「10年の歩み」(91年目から100年目までの周年誌)を発刊

→ 校内で編集委員会を組織し、主として教職員が編集･執筆･校正を担当し、

早期に編集方針を定め、執筆を始める

・過去の「周年誌」(50年･60年･70年･80年･90年)を活用し、復刻版を制作･発行の

検討。「周年誌」をデータ化、サイズ(Ａ4版)や体裁等を統一する。

→ 体裁、内容、書体、編集、校正までを含めた総合プロデュース型の制作を

印刷業者に委託

・資料の収集及び整理（外部人材の活用）

→ 資料の探索･整理・「目録」(学校所有の同窓会や沿革等の文書等)の作成

(3) 行事・式典委員会より

○ H31.2.19 記念式典等の企画会社：(株)タック藤井 卓氏との打合せ

・本校80周年記念式典の舞台進行及びプロデュースを(株)タックが担当

・タックより、奈良県内の各学校周年事業についての情報提供

→ 通常の記念式典に加え、生徒の各文化部活動を連動させたパフォーマン

スをオープニング等に設定することにより、手作り感のある式典となる

（在校生に100周年記念事業への参画意識を持たせる）

・生徒と教職員が100周年を共に盛り上げる仕掛けが大切

・記念式典は2021年11月１日（創立記念日）と設定しているが、式典を本校体育

館で実施する場合、祝賀会場への移動を要すること、月曜日であること、同窓

会総会・懇親会等から、更に検討が必要。

・式典及び祝賀会の日時、場所について、学校の年間行事計画等を勘案して、検討

する。
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(4) 募金委員会より

○ H31.1.20 募金委員会の開催

・記念事業予算(案)について

記念事業全体の予算規模と募金目標額(特定寄附金と一般寄附金)等

特定寄附金の使途については、同窓会館の改修と100周年記念石碑の設置及び

環境整備とする

・募金趣意書(案)・募金要綱について

発起人を同窓会長・学校長・ＰＴＡ会長の３名連記とする

(5) 記念事業委員会より

① 同窓会館の改修について

・同窓会館の耐震化等に関するヒアリング（大阪府建築士会））

H31.1.22 一次ヒアリング H31.2.13 二次ヒアリング

〔今後の予定〕H31.3.6 審査会 → 認可 → 県教委学校支援課へ許可申請

→ 大阪国税局へ申請

② 100周年記念「沿革石碑」の建立を計画する。

(6) その他

①「募金趣意書」発送業務について

東洋印刷及び株式会社「サラト」からの見積書を、経費・募金趣意書のカラー印刷

の有無等を比較検討した結果、東洋印刷に依頼を決定

② 次回、第４回企画委員会を2019年９月開催予定とする。

(今後、企画委員会を年間２回程度開催する予定)


